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丹

羽

博

之

要

旨
以
前
に

「大
和
田
建
樹
作
詞

「
旅
泊

」
と
唐
張
継

「楓
橋
夜
泊
」
1
明
治
唱
歌

に
よ
る
和
洋
中
文
化

の
融
合
1

」
(大
手
前
大
学
人
文
科
学
部
論
集

第
六
号

二
〇
〇
六
年
三
月
)、
「大
和
田
建
樹
作

詞

「旅
泊
」
と
唐
張
継

「楓
橋
夜
泊
」
と

「灯
台
守
」
と
英
国
賛
美
歌
」

(第
十
回
東
ア
ジ
ア
比
較
文
化
国
際
会
議

(二
〇

D

O
八
年

一
〇
月

大
韓
民
国

高
麗
大
学
)
の
論
に
お

い
て
、
大
和
田
建
樹
は
唱
歌

「旅
泊
」
に
お

い
て
、
「
楓
橋
夜
泊
」
詩
を
巧
み
に
利
用
し
て
、
明
治
唱
歌
と

ー

し
て
、
初
め
て
の
芸
術
的
な
唱
歌
を
作

詞
し
た
こ
と
を
述
べ
た
。

ま
た
、
こ
の
曲
は
櫻
井
雅
人
氏
に
よ

っ
て
、
亜
米
利
加
の
ス
ク
ー
ル
ソ
ン
グ

、、誤

①
O
o
一α
①
コ
幻
巳
①
、、
の
利
用
が
証
明
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
「旅
泊
」
の
曲
は
、
昭

和

二
十
二
年
文
部
省
の
音
楽

の
教
科
書

に

「灯
台
守
」
と
し
て
載
り
、
更
に
同
じ
題
で
、
韓
国
に
伝
わ
り
、
日
本
で
は
殆
ど
歌
わ
れ
な
く
な

っ
た

「灯
台
守
」
が
今

も
韓
国
で
は
歌
い
継
が
れ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
た
。

今
回
の
発
表
で
は
、

①

「旅
泊
」
の
題
は

『唐
詩
選
国
字
解
』

の
当
該
詩

の
解
説
の
冒
頭

「旅
泊
ノ
コ
ト
ナ
レ
バ
」
を
参
照
し
て
、
大
和
田
建
樹
は

「旅
泊
」
の
題
名
を
思

い
つ
い
た
の

で
は
な

い
か
と
推
察
し
た
。

②

「楓
橋
夜
泊
」
詩
の
日
本
で
の
受
容

の
例
を
探
し
、
絶
海
中
津

(
一
三
三
六
～

一
四
〇
五
)
の
詩
を
初
め
、
五
山
文
学
の
こ
ろ
か
ら
受
容
さ
れ
た
ら
し
い
。
そ
の

他
、
日
本
国
使
と
称
し
て
朝
鮮
半
島
に
渡

っ
た
玄
蘇
が

一
五
八
〇
年
に
、
慶
州
の
奉
徳
寺

の
鐘
を
み
て

「楓
橋
夜
泊
愁
眠
客
」

の
詩
句
を
詠
じ
た
例
が
あ
る
。



大
手
前
大
学
論
集

第
13
号

(2
0
1
2
)

③
韓
国
に
お

い
て
は
、
高
麗
末
の
詩
人
李
稿

(
=
三

一八
～

=
二
九
六
)
の
詩
集

「牧
隠
詩
藁
」

(巻
十

一
)
の

「
秋
日
。
奉
懐
獺
残
子
。
因
述
所
懐
。
吟
成

五

首

(其

一
)

奉
呈
簿
室
」
詩
に
、

「
回
首
天
台
欲
断
腸
、
石
橋
人
影
掛
夕
陽
、
如
今
却
似
寒
山
寺
、
半
夜
鐘
声
到
病
林
」
と
あ
る
の
が
、
現
在
残
る
最
古
の
例
。

④

「月
落
烏
喘
」
の
名
句
は
巳
に
中
唐
劉
禺
錫

の

「踏
歌
詞
四
首

(其
三
)」
に
、

「新
詞
宛
転
逓
相
伝
、
振
袖
傾
髪
風
露
前
、
月
落
烏
喘
雲
雨
散
、
遊
童
陪
上
拾
花
釦
」
の
例
が
見
ら
れ
、
韓
国
の
漢
詩
に
二
十
例
見
ら
れ
る
。

等

の
事
を
指
摘
し
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド

"
大
和
田
建
樹

・
旅
泊

・
張
継

・
楓
橋
夜
泊

・
灯
台
守

(2)



一
、
「
旅
泊
」
命
名

の
由
来

既
発
表

の
論
で
、
大
和
田
建
樹
作
詩

の
明
治
唱
歌

「旅
泊
」

(『明
治
唱
歌

(三
)』
明
治
二
十
二
年
六
月
)
の
歌
詞
は
、

一

磯
の
火
ほ
そ
り
て

更
く
る
夜
半

に

岩
打

つ
波
音

ひ
と
り
た
か
し

か
か
れ
る
友
舟

ひ
と
は
寝
た
り

た
れ
に
か

か
た
ら
ん

旅
の
心

二

月
影
か
く
れ
て

烏
喘
き
ぬ

年

な
す
長
夜
も

あ
け
に
ち
か
し

お
き
よ
や
舟
人

お
ち
の
山
に

横
雲
な
び
き
て

今
日
も

の
ど
か

鋤

唐
張
継

の

「楓
橋
夜
泊
」
詩
の

ー

月
落
烏
喘
霜
満
天

江
風
漁
火
対
愁
眠

姑
蘇
城
外
寒
山
寺

夜
半
鐘
声
到
客
船

を
利
用
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。

本
稿
で
は
、
次
ぎ
に
、
明
治
唱
歌

「
旅
泊
」
の
題
名
の
由
来
に
つ
い
て
考
察
し
た

い
。
「楓
橋
夜
泊
」
詩
は
、
江
戸
時
代
に
日
本
で
流
行
し
た

『唐
詩
三
百
首
』

『三

体
詩
』

『唐
詩
選
』
の
全

て
に
収
録
さ

れ
て
お
り
、
広
く
日
本
人
に
親
し
ま
れ
て
き
た
。
特
に
日
本

で
好
ま
れ
た

『唐
詩
選
』
は
、
江
戸
時
代
の
中
ご
ろ
の
服
部
南

郭
が
校
訂
し
た
本
が
江
戸
で
出
版
さ
れ
、
大
流
行
し
た
。
南
郭

の
講
義
の
筆
録
と
称
す
る
本
が
死
後
し
ば
ら
く
し
て
出
版
さ
れ
、

『唐
詩
選
』
の
流
行
に
拍
車
を
か

け
た
。
『唐
詩
選
国
字
解
』
と
い
う
そ
の
本

の

「楓
橋
夜
泊
」
詩
の
解
釈
の
冒
頭
は

旅
泊
ノ
コ
ト
ナ
レ
バ
、
通
宵
寝
ズ
、
暁
カ
ト
驚
タ
体
ヲ
云
○
山

二
入
リ
カ
カ
ル
月
カ
ゲ
ガ
森

ヘ
サ
シ

コ
ン
ダ
ユ
へ

で
始
ま
る
。
大
和
田
建
樹
は
、
こ
の
冒
頭
の

「旅
泊
ノ
コ
ト
ナ
レ
バ
」
か
ら
唱
歌

「旅
泊
」
の
題
名
を
思
い
つ
い
た
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違

い
な
い
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
森
川
許
六

『和
訓
三
体
詩
』

の

「楓
橋
夜
泊
」
を
、
村
上
哲
見

『漢
詩
の
名
句

・
名
吟
』

(講
談
社
現
代
新
書
)
は
、
次

の
よ
う
に
解
説
す
る
。

唐
張
継

「
楓
橋
夜
泊
」
詩
と
日
本
文
学

・
韓
国
文
化
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と
も

や

は
く

む
ろ

靹
の
夜
泊
の
か
じ
枕
、
室
の
う
き
寝
の
浪

の
床
、
し
お
な
れ
ご
ろ
も
、
ひ
と
よ
妻
、
重
ね
て
寝
ん
と
漕
ぎ
よ
せ
て
、
の
ぼ
り
く
だ
り
の
舟
が
か
り
、
ち
か
づ
き

か
ど

ぶ
り
に
か
い
ま
見

の
、
そ
ら
約
束

に
待
ち
わ
ぶ
る
、
門
の
じ
や
ら

つ
き
は
し
ご
の
と
ど
ろ
き
、
胸

つ
ぶ
る
る
お
り
か
ら
に
、
田
舎
わ
た
り
の
わ
け
知
ら
ず
、
ま

が
ら
す

か
れ
て
人
に
も
ら
わ
る
る
、
た
だ
ひ
と
り
寝

の
と
こ
寒
く
、
月
落
ち
か
か
る
淡
路
島
、
生
田
の
森

の
む
ら
烏
、
秋
の
霜
夜

の
あ
け
か
ね
て
、
あ
ま
の
い
さ
り
火

行
き
ち
が

い
、
寝
ざ
め
の
た
ば
こ
く
ゆ
ら
せ
て
、
す
こ
し
晴
れ
行
く
憂
き
眠
り
、
松

の
あ
ら
し
の

一
の
谷
、
須
磨
寺
に
つ
く
鐘

の
声
、
波
の
枕
に
伝

い
来
て
、

舟
は
港
を
お
し
出
し
け
る
。

つ
ま
り
場
面
を
瀬
戸
内
海
の
舟
旅
に
み
た
て
、
靹
の
浦
か
ら
室
津

(兵
庫
県
御
津
町
)
に
や
っ
て
き
た
と
こ
ろ
、
船
着
き
場
と

い
え
ば
色
里
が

つ
き
も

の
、
あ
が

っ

て
遊
ぼ
う
と
し
た
ら
、
遊
女
に
ふ
ら
れ

て
ひ
と
り
寝
を
す
る
ハ
メ
と
な

っ
た
、
そ
の
わ
び
し
さ
と

い
う
筋
書
き
、
「烏
」
は

「生
田
の
森
む
ら
烏
」
「鐘
」
は

「須
磨

寺

に
つ
く
鐘

の
声
」
と
化
け
て
お
り
、
何
と
も

い
え
ぬ
お
か
し
み
が
あ
り
ま
す
。

大
和
田
建
樹
は
四
国
は
伊
予
宇
和
島

の
出
身

で
あ
り
、

験
も

「旅
泊
」
の
背
景
に
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
。

何
度
か
瀬
戸
内
海
を
行
き
来
し
て
い
る
。
『和
訓
三
体
詩
』

の
見
立
て
に
加
え

て
、
瀬
戸
内
海
航
行
の
経

(4)

 

二
、
「
楓
橋
夜
泊
」
詩

の
日
本
で
の
受
容

お
う
せ
ん
け

い
さ
ん

「楓
橋
夜
泊
」
詩
は
已
に
室
町
時
代
五
山
文
学
に
そ
の
受
容
が
認
め
ら
れ
る
。
横
山
景
三
の
作
に
次

の
例
が
あ
る
。

雪
寺
鐘
声

雪
寺

の
鐘
声

そ
そ

雪
洒
寺
楼
将
暮
鴉

雪
は
寺
楼
に
洒
ぎ

将
に
暮
れ
ん
と
す
る
の
鴉

僧
鐘
半
湿
破
袈
裟

僧
も
鐘
も

半
ば
湿
り

破
れ
た
る
袈
裟

い
つ

れ

斯
声
敦
与
昔
遊
夕

斯
の
声

昔
遊
の
タ
ベ
と
敦
与
ぞ

呉
水
楓
橋
長
楽
花

呉
水
楓
橋

長
楽
の
花



(「小
補
集
」
玉
村
竹
二
編

『五
山
文
学
新
集
』
東
京
大
学
出
版
会
)

「寺

・
鐘

・
鴉

・
呉
水
楓
橋
」
と

「
楓
橋
夜
泊
」
詩
を
連
想
さ
せ
る
詩
語
が
鎮
め
ら
れ
て
い
お
り
、
「昔
遊

の
夕
べ
」
は
張
継

の
楓
橋
で
の
夜
泊

の
旅
を
指
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。
五
山
の
名
僧
絶

海
中
津
の
作
に
も

「楓
橋
夜
泊
」
詩

の
利
用
が
認
め
ら
れ
る
。

文
換
章
帰
姑
蘇

面
帯
姻
霞
色

嚢
齎
輔
教
編

紙
衣
游
帝
里

金
錫
度
呉
天

楓
落
秋
江
水

鐘
清
夜
泊
船

香
花
浮
仏
寺

旧
業
境
依
然

鐘
声
近

面
は
帯
ぶ

姻
霞
の
色

た
つ
さ

嚢
に
は
齎
ふ

輔
教
編

紙
衣

帝
里
に
游
び

わ
た

金
錫

呉
天
を
度
る

楓
は
落
つ

秋
江
の
水

鐘
は
清
し

夜
泊
の
船

香
花
は

仏
寺
に
浮
か
び

旧
業

境
は
依
然
た
ら
ん

清
夜
沈

々
群
籟
収

清
夜
沈
々
と
し
て

群
籟
収
ま
り

疎
鐘
声
近
月
中
楼

疎
鐘
声
は
近
し

月
中

の
楼

十
年
夢
断
楓
橋
泊

十
年
夢
は
断

つ

楓
橋

の
泊

吟
興
正
逢
長
楽
秋

吟
興
正
に
逢

ふ

長
楽

の
秋

岩
波
新
古
典
大
系

『五
山
文
学
集
』

で
は
、
こ
の
二
首
の
脚
注
で
、

こ
の
他
、
玄
蘇

(
一
五
三
七
年
～

一
五
八
〇

『仙
巣
稿
』
を
残
す
)

二
頁

六
興
出
版

一
九
八
四
年
)
は
次
の
逸
話
を
紹
介
し
て
い
る
。

唐
張
継

「楓
橋
夜
泊
」
詩
と
日
本
文
学
・
韓
国
文
化

「楓
橋
夜
泊
」
詩
の
利
用
を
指
摘
す
る
。

も

「楓
橋
夜
泊
」
詩
を
利
用
し
て
作
詩
し
て
い
る
。
李
進
煕

『倭
館

・
倭
城
を
歩
く
』

(七

(5)
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報
徳
寺
は

い
ま
、
慶
州
博
物
館

の
鐘
楼
に
か
か

っ
て
い
て
、
高
さ
三
・三
メ
ー
ト
ル
、
口
径
二
・三
メ
ー
ト
ル
。
巨
鐘
に
似
合
わ
な

い
柔
ら
か

い
音
色

で
、
余

韻
は
二
分
以
上
も

つ
づ
く
。
銘
文
に
よ

っ
て
、
聖
徳
王
の
冥
福
を
祈
る
た
め
に
景
徳
王
が
鋳
造
に
着
手
し
た
が
成
功
せ
ず
、
そ
の
子
恵
恭
王
の
代
に
に
苦
心
し

て
完
成

(七
七
〇
年
)
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
伝
説
だ
が
、
何
回
鋳
造
し
て
も
よ
い
音
色
が
出
な
い
の
で
、
子
供
を

い
け
に
え
に
す
る
こ
と
に
な
る
。
貧
乏
の

た
め
に

い
け
に
え
に
さ
れ
る
そ
の
子
供
は
、
煮
え
た
ぎ
る
銅

の
な
か
に
投
げ
こ
ま
れ
る
と
き
に
、
「
エ
ミ
レ
ー

(お
母
さ
ん
1
)」
と
泣
き
さ
け
ん
だ
と

い
う
。

そ
れ
が
事
実
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、

い
ま
で
も

エ
ミ
レ
鐘
と
い
わ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
新
羅
王
朝
は
亡
び
、
報
徳
寺
も
廃
寺
と
な
る
。

一
四
六
〇
年
、
こ
の
鐘
は
霊
妙
寺
に
移
さ
れ
る
が
、
こ
れ
も
廃
寺
に
な

っ
た
の
で
、
慶
州
城
南

大
門
近
く
の
鐘
楼
に
移
さ
れ
る
。

一
五
三
〇
年
に
完
成
し
た

『新
増
東
国
輿
地
勝
覧
』
に

「府
サ
茜
椿
年
、
移
置
南
門
外
、
構
屋
以
懸
、
凡
徴
軍
撃
之
」
と
あ

る
。鐘

楼
に
の
ぼ

っ
た
玄
蘇
は
ま
ず

、
そ
の
大
き
さ
驚

い
た
に
ち
が

い
な
い
。
彼
は
形

の
美
し
さ
や
浮
き
彫
り
さ
れ
た
飛
天
像

の
麗
し
さ
に
ふ
れ
、
鋳
造
の
銘
文

ヨ

ン

チ

ョ
ノ

も
よ
ん
だ
。
そ
う
し
て
五
里
離
れ
た

「
阿
火
駅
」

(月
城
郡
阿
火
里
)
で
昼
食
を
と
り
、
戌
刻

(午
後
七
時
、
八
時
)
に
永
川
の
宿
舎
に
入
る
の
だ
が
、
早
朝

ω

の
感
激
が
忘
れ
ら
れ
な
か

っ
た
の
か
、
詩
を
贈

っ
て
宣
慰
使
に
厚
情
を
感
謝
し
て
い
る
。

ー

要
説
此
鐘
誇
旧
扮

説
か
ん
と
す

此

の
鐘

の
旧
扮
を
誇
る
を

よ

摩
掌
酔
眼
見
銘
文

酔
眼
を
摩

準
し

銘
文
を
見
む

楓
橋
夜
泊
愁
眠
客

楓
橋
夜
泊

愁
眠

の
客

輸
却
今
朝
立
馬
問

輸
却
す

今
朝
立
馬

の
間

と
あ
り
、
玄
蘇
は
異
国

の
地
慶
州
で
見
た
奉
徳
寺

の
鐘
に
、
旅
愁
を
詠
ん
だ

「楓
橋
夜
泊
」
詩
を
重
ね
て
詠
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
夙
に
室
町
時
代
か
ら
、
五

山
文
学
を
中
心
に

「楓
橋
夜
泊
」
詩
は
人
口
に
胞
表
し
て
き
た
。
五
山
の
詩
僧

に
と

っ
て
は
、
「
寒
山
寺
」
「夜
半
鐘
声
」
が
と
り
わ
け
親
し
み
を
も

っ
て
受
け
入
れ

ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

五
山
文
学
に
や
や
遅
れ
て
、
和
文

の
世
界
に
も

「
楓
橋
夜
泊
」
詩
は
利
用
さ
れ
始
め
る
。

「観
聞
日
記
紙
背

和
漢
連
句
」

応
永
二
十
五
年

(
一
四

一
八
)



こ
ほ
り
ふ
く
月

の
夜
風
に
鐘
冴

て

慶

い
つ
く
と
ま
り
ぞ
出
る
浦
舟

重
有
朝
臣

『観
聞
日
記
紙
背

和
漢
聯
句
繹
注
』

(京
都
大
学
国
文
学
研
究
室

中
国
文
学
研
究
室
編

臨
川
書
店

二
〇

一
一
年
)
に
は
、

さ
え
ざ
え
と
し
た
月
夜

の
鐘
か
ら
舟
を
発
想
す
る
に
あ
た

っ
て
は
、
『三
体
詩
』
に
も
収
め
ら
れ
る
張
継

「楓
橋
夜
泊
」
詩
が
意
識
さ
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ

な

い
。

と
の
注
が
あ
る

(日
本
学
術
振
興
会
外

国
人
特
別
研
究
員

楊
昆
鵬
氏
御
教
示
)。
こ
の
二
句
は
、
「楓
橋
夜
泊
」
詩

の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。
こ
の
よ
う
に
、
和
文

の
世
界
に
も

「楓
橋
夜
泊
」
詩
の
表
現
は
取
り
入
れ
ら
れ
始
め
た
。

謡
曲

「
三
井
寺
」
に
は
、

こ
の
鐘

の
つ
く
づ
く
と
思
ひ
を
尽
く
す
暁
を
、
い
つ
の
時
に
か
比
べ
ま
し
。

月
落
ち
鳥
暗

い
て
、

わ

霜
天
に
満
ち
て
す
さ
ま
じ
く
、
江
村
の
漁
火
も
ほ
の
か
に
、
半
夜
の
鐘

の
響
き
は
、
客
の
船
に
や
通
ふ
ら
ん

ー

と
あ
る
。
同
じ
く

「道
成
寺
」
に
は
、

み
ち
じ
ほ

ひ
ま

月
落
鳥
喘
い
て
霜
雪
天
に
、
満
汐
程
な
く
、
日
高
の
寺
の
江
村
の
漁
火
愁

へ
に
対
し
て
、
人
々
ね
ぶ
れ
ば
、
よ
き
隙
ぞ
と
、
立
ち
舞
ふ
や
う

に
て
ね
ら
ひ
寄
り

か

つ

て
、
撞
か
ん
と
せ
し
が
、
思

へ
ば
こ
の
鐘
、
う
ら
め
し
や
と
て
、
竜
頭
に
手
を
か
け
飛
ぶ
と
そ
見
え
し
、
引
き
被
き
て
ぞ
、
失
せ
に
け
る
。

と
あ
る
。
日
本
人
に
と

っ
て
も
、
寺
と
鐘
と

い
え
ば
、
鐘
と
言
え
ば
、
寒
山
寺

の
鐘
を
詠
ん
だ

「楓
橋
夜
泊
」
詩
が
先
ず
思
い
起
こ
さ
れ
、
「三
井
寺
」
「道
成
寺
」

に
利
用
さ
れ
た
。
謡
曲
の
世
界
で
は
、

「烏
」
が

「鳥
」、
「江
風
」
が

「
江
村
」
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
た
。
特
に
和
歌
的
世
界
で
は
、
烏
は
詠
ま
れ
る
こ
と
は
少

な
く
、
「
烏
喘
」
よ
り
は

「
鳥
喘
」

の
方
が
日
本
人
的
感
覚
に
沿
う
も
の
で
あ
る
。
ま
た

「
江
風
」
よ
り
は

「江
村
」
の
方
が
日
本
人
に
は
親
し
み
が
持

て
る
の
で

は
な
い
か
。

こ
の
ほ
か
、
『太
平
記
』
に
も

「楓
橋

の
夜

の
泊
ま
り
に
御
哀
れ
を
副

へ
ら
れ

(「先
帝
吉
野

へ
潜
行
の
事
」)
等
と
見
え
、
用
例
を
博
捜
す
れ
ば
も

っ
と
多
く

の

受
容
例
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

唐
張
継

「楓
橋
夜
泊
」
詩
と
日
本
文
学
・
韓
国
文
化
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「楓
橋
夜
泊
」
詩
は
江
戸
時
代
に
入

っ
て
か
ら
も
日
本
漢
詩
に
詠
ま
れ
た
。
清
愈
極

(
一
八
二

一
～

一
九
〇
六
)
の

『東
瀬
詩
選
』
に
納
め
ら
れ
た
、
西
田
尚
素

(字
元
、
号
津
城
、
大
坂
人
)

の
例
を
挙
げ
る
。

憶
旧
遊
寄
有
政

才
人
詞
曲
美
人
簾

才
人
の
詞
曲

美
人

の
箭

往
事
悠
悠
魂
欲
消

往
事
悠
悠

魂
消
え
ん
と
欲
す

唯
有
鐘
声
呼
旧
夢

唯
だ
鐘
声
有

り

旧
夢
を
呼

ぶ

寒
山
寺
外
古
楓
橋

寒
山
寺
外

古
楓
橋

寒
山
寺
在
北
新
地
北
、
寺
外

有
橋
名
楓
橋
。
寒
山
寺
は
北
新
地

の
北
に
在
り
、
寺
外
橋
有
り
楓
橋
と
名
つ
く
。

愈
越
が
北
新
地
の
寒
山
寺
を
わ
ざ
わ
ざ

『東
蔽
詩
選
』
に
入
れ
た
の
は
、
蘇
州
寒
山
寺
に
今
も
存
す
る

「楓
橋
夜
泊
」
詩
碑

の
揮
毫
者
で
あ
る
こ
と
と
も
関
係
し

よ
・つ
。

困

こ
の
ほ
か
、
幕
末
の
木
下
業
広

(
一
八
〇
五
～

一
八
六
七
)
に
も

「楓
橋
夜
泊
」
の
利
用
が
認
め
ら
れ
る
。
堀
誠
氏
の
論
よ
り
引
用
す
る
。

ー

壇
浦
夜
泊

蓬
窓
月
落
不
成
眠

蓬
窓

月
落

ち
て

眠
り
を
成
さ
ず

壇
浦
春
風
五
夜
船

壇
の
浦

春

風

五
夜

の
船

漁
笛

一
声
吹
恨
去

漁
笛

一
声

恨
み
を
吹
き
て
去
る

養
和
陵
下
水
如
煙

養
和
の
陵
下

水
煙

の
如
し

堀
誠
氏

「
日
中
幼
帝
入
水
考
-
亡
家
亡
国
の
挽
歌
と
し
て
ー
」
早
稲
田
大
学
教
育
学
部

学
術
研
究

(国
語

・
国
文
編
)
第
四
六
号

一
九
九
八
年
二
月

更
に
狂
詩
の
世
界
に
お

い
て
も

「楓

橋
夜
泊
」
詩
は
利
用
さ
れ
た
。
大
田
南
畝
に
次

の
例
が
あ
る

(森
岡
ゆ
か
り

『文
豪
だ

っ
て
漢
詩
を
よ
ん
だ
』

(新
典
出
版

二
〇
頁
)
。永

久
夜
泊



鼻
落
声
鳴
蓬
掩
身

鼻
落
ち
声
鳴

っ
て

箆
身
を
掩
う

饅
頭
下
戸
抜
銭
絡

饅
頭

下
戸

銭
絡
を
抜
く

か

ん
さ
ま

し

味
噌
田
楽
寒
冷
酒

味
噌
田
楽

の
寒
冷
酒

夜
半
小
船
酔
客
人

夜
半
の
小
船

客
人
を
酔
わ
し
む

こ
の
他
、
戦
前

一
世
を
風
靡
し
た
日
本

の
流
行
歌

「蘇
州
夜
曲
」
に
も
、
「鐘
も
鳴
り
ま
す
寒
山
寺
」
と
あ
る
の
は
、
昭
和
の
教
養
あ
る
日
本
人
に
も
、
蘇
州
と

い

え
ば
、
寒
山
寺
。
寒
山
寺
と
い
え
ば

「
楓
橋
夜
泊
」
詩
が
頭
に
浮
か
ん
だ

の
で
あ
ろ
う
。

三
、
中

国

・
韓

国

の
受

容
例

「楓
橋
夜
泊
」
詩
が
中
国
の
後
代

の
詩
に
詠
み
継
が
れ
た
こ
と
は
、
周
知

の
こ
と
で
あ
る
が
、
韓
国
に
お

い
て
は
、
高
麗
末

の
詩
人
李
稿

(
一
三
二
八
～

一
三
九

9ー

六
)
の
詩
集

「牧
隠
詩
藁
」
(巻
十

一
)

の

「秋
日
。
奉
懐
獺
残
子
。
因
述
所
懐
。
吟
成

五
首

(其

一
)

奉
呈
簿
室
」
詩
に
、

ー

回
首
天
台
欲
断
腸
、
石
橋
人
影
掛

夕
陽
、
如
今
却
似
寒
山
寺
、
半
夜
鐘
声
到
病
鉢

と
あ
る
の
が
、
現
在
残
る
最
古
の
例
で
あ
る
が
、
そ
の
後
も

「
楓
橋
夜
泊
」
を
模
し
た
漢
詩
は
脈
々
と
詠
み
継
が
れ
て
い
っ
た
。
李
氏
朝
鮮
時
代
の
崔
脩

(生
没
年

不
詳
)
の

「
神
勒
寺

(在
朧
州
)
」
詩
に

壁
寺
鐘
声
半
夜
鳴

広
陵
帰
客
夢

初
驚

若
教
張
継
曾
過
此

未
必
寒
山
独
檀
名

(朴
允
重

『名
勝
詩
選
』
明
文
堂

一
九
九
四
年
)

と
あ
る
の
は
、
そ
の

一
例
。

次
ぎ
に
中
国
で
の

「月
落
烏
喘
」

の
名
句
の
伝
播
を
見
る
。
意
外
な
こ
と
に
早
く
も
中
唐
劉
禺
錫
の

「踏
歌
詞
四
首

(其
三
)」
に
、

新
詞
宛
転
逓
相
伝
、
振
袖
傾
髪
風
露
前
、
月
落
烏
暗
雲
雨
散
、
遊
童
陪
上
拾
花
鉗

の
例
が
見
ら
れ
る
。
張
継

の
名
句
は
已
に
唐
代

の
詩
人
に
も
伝
播
し
て
い
た
よ
う
だ
。
詩

の
内
容
は
全
く
異
な
る
が
、
偶
然
の

一
致
と
は
考
え
に
く
く
、
劉
禺
錫
が

唐
張
継

「楓
橋
夜
泊
」
詩
と
日
本
文
学
・
韓
国
文
化
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利
用
し
た
と
考
え
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。
こ
の
他
、
「晦
庵
先
生
朱
文
公
集
」
の

「次
韻
澤
之
舟
中
有
作
二
首

(其
二
)
」
詩
に
も

一
席
三
人
抵
項
眠

心
知
蓬
外
水

如
天

起
来
却
性
天
如
水

月
落
烏
喘
浦
樹
邉

と
あ
る
。
「月
落
鳥
喘
」
の
名
句
は
隣
国
韓
国
で
も
詠
ま
れ
た
。
「
韓
国
古
典
綜
合
D
B
」
で
検
索
す
る
と
、
李
氏
朝
鮮
時
代
の

「佑
畢
斎
集
」
(巻
四
)
の

「戒
勤

宿
舟
中
、
明
暁
、
以
詩
告
別
、
次
駒
」

に

青
龍
時
下
停
蘭
樟

無
限
郷
心
更

別
君

月
落
烏
喘
禅
話
罷

芒
鮭
還
却
万
重
山

と
あ
る
等
、
二
〇
例
を
数
え
る
。
日
本

漢
詩
に
お

い
て

「月
落
鳥
喘
」
の
例
は
今

の
と
こ
ろ
見
い
だ
せ
て
い
な

い
。

晩
秋
江
辺
で
霜
夜
の
旅
愁
を
し

っ
と
り
と
詠

っ
た
張
継
の
名
詩

「楓
橋
夜
泊
」
は
時
空
を
越
え
、
東

ア
ジ
ア
の
漢
字
文
化
圏
に
影
響
を
与
え
続
け
た
。

追
記

か

っ
て
大
坂
北
新
地
に
も
寒
山
寺
は
存
在
し
、
そ
れ
に
因
ん
で
有
名
な
浪
速

の
八
百
八
橋

の

一
つ
に
楓
橋
も
架
か

っ
て
い
た
。
さ
ら
に
現
在

で
も
、
東
京
都
青
梅

市
沢
井
に
寒
山
寺
が
存
す
る
。
明
治
十
八
年
、
時

の
書
家
田
口
米
肪
氏
が
蘇
州
の
寒
山
寺
を
訪
れ
た
こ
と
が
縁
と
な
り
、
建
立
さ
れ
た
と

い
う

(堀
誠
氏
御
教
示
)
。

期

本
稿
は
、
第

一
一
五
回
和
漢
比
較
文
学
会
例
会

(西
部

二
〇

一
二
年
四
月
二
八
日

於
京
都
大
学
)
に
お

い
て
同
題
で
口
頭
発
表
し
た
も

の
を
ま
と
め
た
も
の

ー

で
あ
る
。
席
上
多
く
の
方
か
ら
有
益
な
御
教
示
を
得
た
。
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

謝

辞
韓
国
の
用
例
調
査
に
あ
た

っ
て
は
、

し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

大
阪
大
学
大
学
院
生
の
康
盛
國
君

の
協
力
を
得
た
。
ま
た
森
岡
ゆ
か
り
氏
か
ら
も
多
く

の
資
料
の
提
供
や
助
言
を
得
た
。
記

付

録

第
十
回
東

ア
ジ
ア
比
較
文
化
国
際
会

議
に
お

い
て
の
研
究
発
表
論
文
集
は
、
韓
国
で
の
発
表
と

い
う
こ
と
も
あ

っ
て
、
日
本
で
は
読
む
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と



が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
こ
こ
に
再
録
す
る
。

大
和
田
建
樹

「旅
泊
」
と
唐
張
継

「楓

橋
夜
泊
」
と

「灯
台
守
」
と
英
国
賛
美
歌

二
〇
〇
八
年
十
月

二
十
五
日

韓
国

高
麗
大
学
校

日
本

大
手
前
大
学

丹
羽
博
之

『明
治
唱
歌

(三
)
』
(
一
八
八
九

・
明
治
二
十
二
)
に
収
め
ら
れ
た
大
和
田
建
樹
作
詞
の
明
治
唱
歌

「旅
泊
」
は
、
海
辺
で
の
仮
泊
の
旅
愁
を
歌

っ
た
名
品
で
あ

る
が
、
曲
自
体
は
イ
ギ
リ
ス
の
曲
と
言
わ
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
歌
詞
は
、
唐

の
詩
人
張
継
の
七
言
絶
句

「楓
橋
夜
泊
」
を
利
用
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
に

つ
い
て
は
、
次
の
論
文
に

つ
い
て
已
に
論
じ
た
。

(前
稿
)
大
和
田
建
樹

「旅
泊
」
と
唐
張
継

「楓
橋
夜
泊
」

1
明
治
唱
歌

に
よ
る
和
洋
中
文
化
の
融
合
1

「大
手
前
大
学
人
文
科
学
部
論
集
」
第
六
号

二
〇
〇
六
年
三
月

一
、
前
稿
概
要

(11)

 

ま
ず
、
そ
の
歌
詞
と
詩
を
挙
げ
る
。

①
旅
泊

大
和
田
建

樹

一
番

"
②
磯
の
火
ほ
そ
り
て

③
更
く
る
夜
半
に

岩
う

つ
波
音

ひ
と
り
た
か
し

か
か
れ
る
④
友
舟

⑤
ひ
と
は
寝
た
り

た
れ
に
か
か
た
ら
ん

⑤
旅

の
心

二
番

"
⑥
月
影
か
く
れ
て

か
ら
す
喘
き
ぬ

年
な
す
長
夜
も

あ
け
に
ち
か
し

お
き
よ
や
④
舟
人

⑦
お
ち

の
山
に

横
雲
な
び
き
て

今
日
も

の
ど
か

唐
張
継

「楓
橋
①
夜
泊
」

⑥
月
落
鳥
喘
霜
満
天

江
楓
②
漁
火
対
④
愁
眠

姑
蘇
城
外
⑦
寒
山
寺

③
夜
半
鐘
声
到
④
客
船

唐
張
継

「楓
橋
夜
泊
」
詩
と
日
本
文
学
・
韓
国
文
化
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(月
落
ち
烏
哺

い
て

霜
天
に
満

つ

江
楓
漁
火
愁
眠
に
対
す

姑
蘇
城
外

寒
山
寺

夜
半
の
鐘
声

客
船
に
到
る
)

両
者
に
は

①

「旅
泊
」
↑
↓

「夜
泊
」

②

「磯

の
火
」
↑
↓

「漁
火
」

③

「更
く
る
夜
半
」
↑
↓

「夜
半
」

④

「友
舟
」
「舟
人
」
↑
↓

「客
船
」

⑤

「
ひ
と
は
寝
た
り
」
「旅

の
心
」
↑
↓

「愁
眠
」

⑥

「月
影
か
く
れ
て

か
ら
す
喘
き
ぬ
」
↑
↓

「月
落
鳥
喘
」

⑦

「
お
ち
の
山
」
↑
↓

「寒
山
寺
」

等
が
類
似
す
る
。
特
に
⑥
は
そ
の
ま
ま
訓
読
し
た
感
が
あ
る
。

吻

張
継

「
楓
橋
夜
泊
」
は

『唐
詩
選
』

『唐
詩
三
百
首
』

『三
体
詩
』

に
も
収
め
ら
れ
て
お
り
、
中
国
で
は
勿
論
、
江
戸
時
代

の
日
本
人
に
も
非
常
に
愛
好
さ
れ
た
。

ー

詳
し
く
は
村
上
哲
見
氏

『漢
詩
の
名
句

・
名
吟
』

(講
談
社
新
書
)。
「楓
橋
夜
泊
」
の
韓
国
で
の
受
容

・
人
気

に
つ
い
て
教
え
を
乞

い
た
い
。

一
九
三
〇
年
代
の
日
本
の
流
行
歌

「
蘇
州
夜
曲
」
に
も

「
鐘
も
鳴
り
ま
す
寒
山
寺
」
と
あ

っ
た
。
現
代
日
本
で
も
N
H
K
の

「
ゆ
く
年
く
る
年
」
な
ど
で
除
夜

の

鐘
と
し
て
放
映
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
日
本
人
に
な
じ
み
の
深

い
漢
詩
で
あ
る
。

以
下
に
作
詞
者
大
和
田
建
樹
と

「
旅
泊
」
を

『日
本
の
唱
歌

(上
)』

(金
田

一
春
彦

安
西
冬
子
編

講
談
社
文
庫
)
の
解
説
を
挙
げ
る
。

大
和
田
建
樹

(
一
八
五
七
～

一
九

一
〇
)
国
文
学
者
で
詩
人
。
愛
媛
県

の
宇
和
島
に
出
生
。
そ
の
藩
校
で
学
ん
だ
の
ち
、
広
島
外
国
語
学
校
で
英
語
を
勉
強
し

た
。
上
京
後
、
大
町
桂
月
ら
の
大

学
派
に
対
し
て
、
野
に
あ
る
国
文
学
者
と
し
て
知
ら
れ
た
。
(中
略
)
彼
の
大
き
な
業
績
は
何
と

い
っ
て
も
唱
歌
の
作
詞
で
、

「
哀
れ
の
少
女
」
「旅
泊
」
の
よ
う

な
、
他
の
人
に
先
立

っ
て
文
学
的
な
作
品
を
公
に
し
た
功
は
大
き
く
、
ま
た
、
こ
の
本
で
も
見
ら
れ
る
通
り
、
明
治
時
代
の

唱
歌
の

一
番
多
く

の
も

の
を
作
詞
し
た
の
は
、
彼

で
あ
る
。
し
か
も
、
「鉄
道
唱
歌
」
「散
歩
唱
歌
」
そ
の
他
長
大
な
も
の
が
多
く
、
ど
ん
な
題
材
で
も
頼
ま
れ



れ
ば
引
き
受
け
て
作

っ
た

(中
略

)
早
作
り

の
名
人
で
、
長
い
歌
詞
を

ス
ラ
ス
ラ
と
作
り
、
生
涯
に
詠
ん
だ
歌

の
数
は

一
万
数
千
首
に
及
ん
だ
と
伝
え
ら
れ
る
。

「旅
泊
」
に

つ
い
て
は

イ
ギ
リ
ス
の
曲
と

い
う
。
大
和
田
が
そ
れ
を
作
詞
し
た
も

の
で
あ
る
か
、
舟
旅
に
出
た
旅
人
の
心
細
い
気
持
ち
、
夜
が
明
け
て
ほ

っ
と
す
る
気
持
ち
が
よ
く
出

て
い
て
、
見
事
な
歌
詞
で
あ
る
。

『明
治
唱
歌
』
で
最
初
に
出
た
芸
術
的
な
歌
詞
で
は
な
か
ろ
う
か
。
大
和
田
の
力
量
は
十
分
わ
か
る
。

と
あ
る
。

二
、

「
旅
泊

」

の
ル

ー

ツ
と

伝
播

「旅
泊
」
の
原
曲
は
イ
ギ
リ
ス
の
曲
と
言
わ
れ
て
き
た
が
、
長
ら
く
原
題
も
分
ら
な

い
ま
ま
で
あ

っ
た
。
と
こ
ろ
が
最
近
に
な

っ
て
、
櫻
井
雅
人
に
よ
り
、
ア
メ

リ
カ
の
ス
ク
ー
ル
ソ
ン
グ

7
↓
げ
①
O
o
巨
8

閑
巳
飛
」
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た

(「旅
泊
」
そ
の
他

"
外
国
曲
か
ら
の
唱
歌
四
曲

=

橋
論
叢
」
悩

2
0
0

のq

5
年
9
月
)。
曲
は
ア
メ
リ
カ
、
歌
詞
は
漢
詩
を
そ

っ
く
り
利
用
、
歌
う

の
は
日
本
人
で
あ
り
、
明
治
時
代

の
和
洋
中
折
衷

の
文
化
が
こ
の
唱
歌
に
も
認
め
ら
れ
る
。

こ
の

「旅
泊
」
は
後
に
、
『高
等
小
学
唱
歌
』

(
一
九
〇
六
年

・
明
治
三
十
九
)
に

「助
け
舟
」
(佐
佐
木
信
綱
作
詞
)
、
『五
年
生

の
音
楽
』
(
一
九
四
七

・
昭
和
二

十
二
)
に

「
灯
台
守
」

(勝
承
夫
)
と
五
十
年
以
上
歌

い
継
が
れ
て
き
た
。

『高
等
小
学
唱
歌
』

(
一
九
〇
六
年

・
明
治
三
十
九
)

の

「助
け
舟
」
を
挙
げ
る
。

激
し
き
雨
風
天
地
暗
く

山
な
す
荒
波
た
け
り
狂
う

お

ぶ
ね

見
よ
見
よ
か
し
こ
に
あ
わ
れ
小
舟

し
ょ
う

じ

生
死
の
境
と
救

い
求
む

救

い
を
求
む
る
声
は
す
れ
ど

こ
の
風
こ
の
波
誰
も
行
か
ず

唐
張
継

「楓
橋
夜
泊
」
詩
と
日
本
文
学
・
韓
国
文
化
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ず

見
よ
見
よ
漕
ぎ
出
る
救

い
小
舟

お
の

こ

健
気
な
男
子
ら
守
れ
神
よ

荒
海
に
救
助
に
繰
り
出
す
健
気
な
男
達
が
テ
ー
マ
で
、
「旅
泊
」
の
荒
海

の
イ
メ
ー
ジ
を
受
け
継

い
で
い
る
と
言
え
よ
う
か
。

教
科
書
に
載

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
命

を
惜
し
ま
ず
に
救
助
に
向
う
と

い
う
道
徳
教
育
的
な
要
素
を
感
じ
さ
せ
る
。

次
に

「灯
台
守
」
の
歌
詞
を
挙
げ
る
。

灯
台
守

勝
承
夫
作
詞

イ
ギ
リ
ス
曲

こ
お
れ
る
月
か
げ

空
に
さ
え
て

ま
冬

の
あ
ら
波

よ
す
る
小
島

思
え
よ

と
う
だ

い
ま
も
る
人

の

と
う
と
き

や
さ
し
い
愛
の
心

こ
の
曲
の
場
合
は

「旅
泊
」
と
違

い
、

は
げ
し
き
雨
風

北
の
海
に

山
な
す
あ
ら
波

た
け
り
く
る

そ
の
夜
も

と
う
だ
い
ま
も
る
人

の

と
う
と
き
誠
よ

海
を
て
ら
す

『叙
情
歌
愛
唱
歌
大
全
集
』
(ビ
ク
タ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ラ
ブ
)
の

「灯
台
守
」

の
解
説
を
挙
げ
る
。

明
治
22
年
6
月
発
刊
の

『明
治
唱

歌

(三
)』
に
既
に
こ
の
メ
ロ
デ
ィ
が
載

っ
て
い
る
が
、
こ
の
時
は
大
和
田
建
樹
が
書

い
た

「旅
泊
」
と

い
う
題
名
が

つ
い

て
い
た
。
勝
承
夫
作
詞
の
こ
の
歌

は
、
戦
後

の
昭
和
22
年
、
文
部
省
発
刊
の
最
後

の
教
科
書

『五
年
生
の
音
楽
』

に
載

っ
た
も
の
。
イ
ギ
リ
ス
の
曲
と
い
っ
て

も
原
題
も
作
曲
者
も
よ
く
判
ら
な

い
が
、
感
傷

の
豊
か
な
メ
ロ
デ
ィ
が
大
き
な
魅
力
に
な
り
、
少
年
少
女
の
心
に
訴
え
る
も

の
が
あ

っ
た
の
か
、
歌
詞
は
変
わ

っ

た
が
明
治
、
大
正
、
昭
和
と
歌

い
継
が
れ
て
き
た
。

(14)



こ
の

「灯
台
守
」
に
も
荒
海
が
歌
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ま
た
、
岬
の
先
端

で
人
知
れ
ず
、
灯
台
を
守
る
人
の
辛
苦
、
縁
の
下
の
力
持
ち
を
う
た

っ
て
お
り
、
教
育

的
内
容
に
な

っ
て
い
る
。
更
に
、
こ
の
曲
は
、
韓
国
で
も

「灯
台
守
」
と
し
て
、
教
科
書
に
も
載
り
、
殆
ど
の
韓
国
人
は
知

っ
て
い
る
。
ま
た
、
題
名
も
全
く
同
じ
、

歌
詞
も
殆
ど
同
じ
と

い
う
。
日
本
の

「
灯
台
守
」
が
韓
国
に
入

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

戦
後
に
な

っ
て
も
猶
日
本
の
教
科
書

の
歌
が
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
利
用
さ
れ
て
い
る
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
韓
国
で
は
何
年
か
ら
教
科
書
に
載

っ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
教
え
を
乞

い
た
い
。

今
年
、
大
手
前
大
学
に
留
学
し
た
韓
国
世
宗
大
学

の
学
生
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
し
た
が
、
殆
ど
の
学
生
が
小
中
学
生
の
時
音
楽

の
時
間
等
で
聞
い
た
と

い
う
。
し

か
し
、
こ
の
曲
が
も
と
は
、
日
本
で
歌

わ
れ
て
い
た

「灯
台
守
」
に
あ
る
こ
と
を
知
る
学
生
は
当
然
な
が
ら
皆
無
で
あ
る
。
ま
し
て
や
、
そ
の
前
身
が
明
治
唱
歌
の

「旅
泊
」
に
あ
る
こ
と
や
更
に
そ
の
ル
ー

ツ
が
ア
メ
リ
カ
の
曲
で
あ
る
こ
と
は
知
る
人
は
絶
無
で
あ
ろ
う
。

日
本
の
大
学
生
約
百
人
に
聞

い
た
が
、
殆
ど
が

「
灯
台
守
」
を
知
ら
な

い
と
い
う
。
し
か
し
、

一
九
四
〇
年
～

一
九
五
〇
年
代
に
小
学
生
で
あ

っ
た
年
配
の
方
の

多
く
は
知

っ
て
い
る
と

い
う
。
こ
う
し
た
と
こ
ろ
に
も
日
本
文
化
の
世
代
間
の
断
絶
が
垣
間
見
ら
れ
る
。

明
治
期
に
入

っ
て
、

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
謡
等
西
洋
の
曲
が
日
本
に
入
り
、
そ
れ
を
日
本
人
が
歌

い
や
す

い
よ
う
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
例
は
多

い
。
歌
詞
は
日
中
の

古
典
を
利
用
し
て
新
し
く
創
作
さ
れ
た
。
曲
は
西
洋
、
歌
詞
は
日
中
の
古
典
を
利
用
、
歌
う
の
は
日
本
人
、
と

い
う
例
が
多

い
。

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
謡

「ぎ

匡

審
昌
αq
Qっ旨
①
」
は
、
日
本
で
は

「螢
の
光
」
と
し
て
卒
業
式
等
で
よ
く
歌
わ
れ
る
が
、
こ
の
歌
詞
は

『蒙
求
』
等
に
見
え
る

「孫

康
映
雪
、
車
胤
聚
螢
」

の
故
事
利
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
方
、
韓
国
で
は

「国
歌
」
と
い
う
題
名
に
な

っ
て
、
士
気
を
鼓
舞
す
る
歌
と
し
て
作
詞
さ
れ
た
。
中
国

で
は

「惜
春
帰
」
の
曲
名

で
作
詞
さ
れ

て
い
る
。
酒
を
飲
ん
で
再
会
を
誓
う

「ぎ

匡

ζ
昌
ひq
Q。着
Φ
」
が
日
本
で
は
勧
学
的
な

「蛍

の
光
」
に
な
り
、
韓
国
で
は
国
を

愛
す
る

「
国
歌
」
と
な
り
、
中
国
で
は
、
逝
く
春
を
惜
し
む
内
容
と
な

っ
た
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
謡
が
東
ア
ジ

ア
に
も
た
ら
さ
れ
た
が
、
日
中
韓
国
で
は
そ
れ
ぞ

れ
、
全
く
違

っ
た
歌
詞
が
当
て
嵌
め
ら
れ
た
。

本
年
六
月
に
以
下
の
発
表
を
行

っ
た
。

「鉄
道
唱
歌
」
と
漢
詩
と
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
民
謡

「
ロ
ッ
ホ
ロ
ー
モ
ン
ド
」

(東

ア
ジ
ア
比
較
文
化
国
際
会

議
日
本
支
部

二
〇
〇
八
年
六
月
十
四
日
於
明
星
大
学
)

唐
張
継

「楓
橋
夜
泊
」
詩
と
日
本
文
学
・
韓
国
文
化

(15)
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ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
謡

「
ロ
ッ
ホ
ロ
ー
モ
ン
ド
」
に
曲
想
を
得
、
更
に
漢
詩

「長
笛

一
声
」
を
利
用
し
て

「鉄
道
唱
歌
」
の

「汽
笛

一
声
」
が
作
詞
さ
れ
た
。
そ

の
曲
が
海
を
渡
り
、
韓
国
で
は

「学
徒
歌
」
、
中
国
で
は

「揚
子
江
」
と
し
て
歌
わ
れ
た
。

一
方
、
「鉄
道
唱
歌
」
か
ら

「聖
教
目
録
歌
」
が
作
詞
さ
れ
て
、
聖
書
の

目
録
ず
く
し
の
替
え
歌
と
し
て
日
本

の
教
会
で
歌
わ
れ
、
韓
国
語
に
も
翻
訳
さ
れ
て
、
韓
国
の
教
会
で
も
歌
わ
れ
た
。
今
回
の

「旅
泊
」
の
背
景
と
良
く
似
て
い
る
。

結

び

百
余
年
前
太
平
洋
を
は
る
ば
る
と
渡

っ
て
日
本
に
来
た

、.目
げ
①
O
o
冠
①
⇒
切
巳
Φ
、.
は
、
大
和
田
建
樹
に
よ

っ
て
、
漢
詩
を
利
用
し
な
が
ら
も
格
調
高
く
芸
術
的
な

唱
歌
と
な
り
、
更
に

「助
け
舟
」
「灯
台
守
」
に
も
荒
海
の
イ
メ
ー
ジ
を
伴

っ
て
歌

い
継
が
れ
た
。
そ
の
曲
が
ま
た
も
海
峡
を
越
え
て
独
立
し
た
大
韓
民
国
に
受
け

継
が
れ
た
。
明
治
時
代
の
西
洋
、
日
本
、
中
国
の
文
化

の
融
合
に
よ

っ
て
、
「旅
泊
」
が
で
き
、
そ
の
末
喬
が
漢
字
文
化
圏
の
韓
国
に
も
渡
り
、
今
も
な
お
韓
国
で

は
歌
い
継
が
れ
て
い
る
。
元
祖
の
国
、
米
国
で
は
歌
わ
れ
な
く
な
り
、
輸
入
し
た
日
本
で
も
今
は
余
り
歌
わ
れ
ず
、
韓
国
で
だ
け
歌
わ
れ
て
い
る
。
不
思
議
な
音
楽

樹

の
伝
播
で
あ
る
。

ー

「旅
泊
」
の
メ
ロ
デ
ィ
が

..臣

①
O
o
崔
Φ昌
「巳
Φ、、
を
利
用
し
た
こ
と
は
、
櫻
井
雅
人
氏

の
指
摘
で
間
違
い
の
無

い
こ
と
だ
と
思
う
が
、

一
部
似
た
箇
所

の
あ
る
賛

美
歌
に

「
聖
歌
魏
人
生
の
海

の
嵐
に
」
が
あ
る
。
こ
の
賛
美
歌
も
日
本
、
韓
国
に
伝
わ
り
、
今
も
教
会
で
歌
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
賛
美
歌
に
つ
い
て
は
、
「荒
海
と

救
済
」
の
歌
詞
を
中
心
に
、
英
語
の
原
文
を
日
韓
で
如
何
に
翻
訳
し
た
等
の
問
題
を
含
め
稿
を
改
め
て
考
え
た

い
。

①

「旅
泊
」
と
韓
国

の

「灯
台
守
」

が
類
似
し
、
韓
国
で
は
今
も
よ
く
歌
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
大
手
前
女
子
大
学

(当
時
)

の
留
学
生
金
銀
天
さ
ん

か
ら
教
示
を
得
た
。

②

「灯
台
守
」
と
賛
美
歌

(聖
歌
魏
)
が
似
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
大
手
前
大
学
大
学
院
博
士
前
期
課
程
在
学
時
の
中
国
人
留
学
生
張
捧
さ
ん
か
ら
教
示
を

得
た
。
ま
た
、
そ
の
賛
美
歌

(聖
歌
魏
)
の
日
本
、
韓
国
の
楽
譜
、
歌
詞
の
提
供
を
受
け
た
。
ま
た
、
そ
の
貴
重
な
テ
ー
プ
を
梅
花
女
子
大
学
の
中
川
正
美
教
授
、

米
川
明
彦
教
授
か
ら
提
供
を
受
け
た
。
ま
た
、
「旅
泊
」
の
原
曲
が
米
国
に
あ
る
こ
と

つ
い
て
は
、
櫻
井
雅
人
氏
か
ら
種

々
の
資
料
の
提
供
を
受
け
た
。
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。



二
〇

一
二
年
の
考
察

"
高
麗
大
学

で
の
発
表
後
気
づ

い
た
こ
と
を
記
す
。

..↓
ゴ
①
O
o
匡
①昌
閑
巳
①
、、
は
、
基
督

の

「山
上
垂
訓
」
に
基
づ
く
。
櫻
井
雅
人
氏
の
論
に
よ
れ
ば
亜
米
利
加

の
日
曜
学
校
唱
歌
と

い
う
こ
と
で
あ
り
、
賛
美
歌
的

な

曲

で
あ

っ
た

。

.票

①
O
o
匡
①
昌
閑
巳
Φ
、.
を

元

に

し

た

「
旅

泊

」

が

賛

美

歌

(
聖

歌

魏

「
人

生

の
海

の

嵐

に

」

そ

の
元

は

.票

①
口
薯

①
昌
o
h
菊
①
ω
け、、)

に
似

て

聞

こ
え

る
こ
と
が
あ

っ
た
の
も
理
由

の
な

い
こ
と
で
あ
る
。
基
督
教
信
仰
が
盛
ん
な
韓
国
で

「三
・朗
囚
刻

(灯
台
守
)
」
と
し
て
今
も
歌

い
継
が
れ
て
い
る
原
因
は
曲
の
類

似
性
に
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

..↓
ゴ
Φ
O
o
匡
①昌
菊
三
①
、、
は
、
基
督

の

「山
上
垂
訓
」

の
逸
話
に
よ
る
こ
と
は
、
二
〇

一
二
年
四
月
の
和
漢
比
較
文
学
会
例
会
に
お
い
て
、
関
西
大
学
教
授
山
本

登
朗
氏
か
ら
御
教
示
を
得
た
。

参
考
資
料

以
下
に

「旅
泊
」
「灯
台
守
」
「
号
朗
囚
刻
」
等

の
楽
譜
を
掲
載
す
る
。
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